
平成３１年美浜町議会第１回定例会（第６日） 

 

192 

 

午前九時〇〇分開議 

○議長（谷重幸君） おはようございます。 

 ただいまの出席議員数は１０人です。定足数に達していますので、これから本日の会議

を開きます。 

 本日の日程は、お手元に配付のとおりです。 

 日程第１ 議案第１６号 平成３１年度美浜町一般会計予算についてを議題とします。 

 まず、きのうの審議の中で修正があるとのことですので、その説明を求めます。総務政

策課長。 

○総務政策課長兼健康推進課長（野田佳秀君） おはようございます。 

 提案理由説明及び細部説明について不備がございましたので、まことに申しわけござい

ませんが、修正願います。 

 修正箇所につきましては、地方創生事業費の負担金補助及び交付金の協議会への補助金

６８，０００千円を、一般社団法人煙樹の杜補助金３０，０００千円、ＮＰＯ法人日ノ

岬・アメリカ村補助金３８，０００千円にお願いするものでございます。申しわけござい

ませんでした。 

○議長（谷重幸君） しばらく休憩します。 

午前九時〇一分休憩 

   ―――・――― 

午前九時〇四分再開 

○議長（谷重幸君） 再開します。 

 きのうに引き続き、第９款教育費について細部説明を求めます。予算書の９９ページか

ら１２０ページまでです。総務政策課長。 

○総務政策課長兼健康推進課長（野田佳秀君） ９９ページから１２０ページまでの教育

費についてご説明申し上げます。 

 ９９ページの教育費、教育総務費、教育委員会費は１，６０１千円、教育委員等の報酬

１，４２５千円、そのほか教育委員会運営に要する経費を計上してございます。 

 事務局費は５０，３３４千円、対前年度比は３，９１３千円の増額でございます。教育

長と職員４名の人件費、小中学校の図書館司書の賃金や松洋中学校生徒の通学バスの運行

委託料などを計上してございます。今年度は委託料に計上しています子ども・子育て支援

事業計画を策定いたします。 

 １０１ページ、教育諸費は３，２８４千円で、各種協議会等への負担金等を計上してご

ざいます。 

 外国青年招致事業費４，２８９千円で、英語指導助手に要する経費を計上してございま

す。 

 教育費、教育総務費の合計は５９，５０８千円でございます。対前年度比は３，４６６

千円の増額でございます。 
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 １０３ページ、小学校費、学校管理費は４６，４０６千円、対前年度比は２，４４３千

円の増額でございます。報酬１，４４０千円は、医師報酬、薬剤師報酬でございます。 

 共済費は、社会保険料で２，１４４千円、賃金１２，１６５千円は、臨時講師、臨時校

務員の賃金でございます。 

 需用費は１４，８５３千円、役務費４，７４０千円、委託料７１８千円でございます。 

 使用料及び賃借料８，３１１千円は、新たにコンピューターをリースするための借り上

げ料などでございます。 

 原材料費は９５千円、備品購入費は１，１９９千円で、校舎器具や図書の購入費でござ

います。 

 １０５ページ、教育振興費は３，９５３千円で、対前年度比では３３千円の減額でござ

います。備品購入費で８２６千円、扶助費３，１２７千円は、準要保護などでございます。 

 小学校費の合計は５０，３５９千円で、対前年度比は２，４１０千円の増額でございま

す。 

 中学校費、学校管理費は３１，７１０千円、対前年度比は１７，９６３千円の減額でご

ざいます。要因は、昨年度は松洋中学校多目的広場の雨漏り修繕工事を実施したことによ

るものでございます。 

 報酬６８５千円は、医師・薬剤師の報酬でございます。 

 共済費は、社会保険料で７５１千円、賃金５，６６３千円は、臨時講師、臨時校務員、

部活動指導員の賃金でございます。 

 旅費は３８千円、需用費は９，３８２千円でございます。 

 役務費３，１９４千円、委託料は１，０５２千円を計上してございます。 

 使用料及び賃借料５，３５９千円は、新たにコンピューターをリースするための借り上

げ料や監視カメラの借り上げ料などでございます。 

 備品購入費は３，４３３千円で図書の購入費等でございます。 

 負担金補助及び交付金２，０３８千円は、部活動への助成、そのほか管理運営に要する

経費を計上してございます。 

 １０７ページ、教育振興費４，０７１千円は、対前年度では８４９千円の増額でござい

ます。準要保護の増加によるものでございます。 

 中学校費の合計は３５，７８１千円で、対前年度比は１７，１１４千円の減額でござい

ます。 

 １０９ページ、こども園費、ひまわりこども園費は１億７３，０８５千円で、対前年度

比では２，３５２千円の増額でございます。 

 報酬７８５千円、臨時職員１６名分の人件費と賃金３２，４２４千円は、臨時職員１５

名分を計上してございます。 

 需用費は１９，０９２千円、賄い材料費では食材の高騰により増額となってございます。 

 役務費は２，７８０千円でございます。 
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 委託料は１，７３４千円で、バス運行委託料が主なものでございますが、今年度も引き

続き４歳、５歳児を対象に委託先から英語講師を派遣してもらう事業を継続いたします。 

 使用料及び賃借料７２４千円、そのほかひまわりこども園の管理運営に要する経費を計

上してございます。 

 １１１ページ、社会教育費、社会教育総務費は２２，３３１千円で、対前年度比は

１，２７３千円の増額でございます。 

 報酬１９４千円は、社会教育委員、文化財保護審議委員の報酬、職員３名分の人件費や

成人式に要する経費等を計上してございます。 

 １１３ページ、公民館費は１２，６７１千円、対前年度比は３，２４６千円の減額でご

ざいます。公民館管理人の賃金や公民館の維持管理に要する経費を計上してございます。 

 １１５ページの文化振興費は５８８千円で、文化振興事業等に要する経費を計上してご

ざいます。 

 図書館費は８，９９１千円で、対前年度比では１，４７７千円の減額でございます。臨

時職員の賃金や図書館の管理運営に要する経費を計上してございます。 

 社会教育費の合計は４４，５８１千円で、対前年度比は３，５５４千円の減額でござい

ます。 

 １１７ページ、保健体育費、保健体育総務費は１，７４６千円でございます。ここでは

スポーツ推進委員７名の報酬や、体育協会への大会運営等の委託料などを計上してござい

ます。 

 体育施設費は３，３０２千円、対前年度比は６千円の減額でございます。 

 １１９ページ、学校給食施設費は５４，１６７千円、対前年度比では４９千円の減額で

ございます。臨時栄養士の賃金や学校給食運営に要する経費を計上してございます。 

 保健体育費の合計は５９，２１５千円、対前年度比は１４５千円の減額でございます。 

 教育費の合計は４億２２，５２９千円、対前年度比では１２，５８５千円の減額で、歳

出予算全体に占める割合は１２．２％でございます。 

 以上で、教育費の細部説明を終わります。 

 よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。８番、森本議員。 

○８番（森本敏弘君） ８番、森本です。 

 １０４ページの１２番の役務費の中での学力調査料ということについてなんですが、こ

れは学校独自のものなのか、県の対応を載せたものなのか、国の対応のものなのか、お聞

きしたいと思います。 

 それから、２つ目、コンピューターの借り上げ料なんですけれども、これによって何台

分に当たるのか、生徒１人当たり何台になるのかということ。そして、これは何年ごとに

変えるというふうなのがあるのかどうかお聞かせください。 

○議長（谷重幸君） 教育課長。 
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○教育課長（太田康之君） まず、学力調査料の関係ですが、これについては学校独自で

ということで考えております。 

 それと、コンピューターについて、まず年限というのは５年に一遍、リースがえをして

おります。ただ、昨年度についてはちょっとイレギュラーがありまして、５年間経過した

やつを、再度１年間延ばしたということになっております。 

 台数的になんですが、各学校へ４０台ずつ導入しております。生徒１人当たり幾つにな

るんかということになると、１台以上になるという考えであります。 

 中学校につきましては４０名超えていますので、１人１台ということにはならないと思

います。２組ありますので１人１台以上はあるということで考えております。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ４番、北村議員。 

○４番（北村龍二君） ４番、北村です。 

 １０６ページ、小学校の負担金補助及び交付金のところで、校外活動費補助とあります

が、これはどんな内容でしょうか。 

○議長（谷重幸君） 教育課長。 

○教育課長（太田康之君） これにつきましては、まずは、５年生が臨海学校へ行くとい

うことで補助を出しております。それにつきましては、生徒１人頭１千円ということで計

算するのと、それと、最終、社会見学であったりとか、そういうのに特にバスを使うとい

うこともありますので、その分の補助もしております。２校分の補助で、金額が５６１千

円と見込んでおります。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。 

○７番（谷進介君） ７番。 

 まず、２点ほど聞きたいんで、それは１つ後に回しますけれども、教育委員会というの

は何か毎月、月の頭ぐらいに定例の何かしてるやにお聞きしますが、当然、議事録等ある

と思うんですけれども、そういうのはこの議会へ出すというわけにはまいらないんですか。

もちろん秘密にしなきゃならないセンティブな案件もあるんでしょうが、それ以外のこと

について、今まで全くそういうことをお聞きしたことも記憶もございませんので、その点

の公表というと語弊ありますが、議会への報告というか提出というか、そういうことはな

いんですかね。 

○議長（谷重幸君） 教育長。 

○教育長（古屋修君） 教育委員会の中では、議会の中へ報告しなければならないという

ふうなことにもなっておりませんので、今のところは出しておりません。要求があれば出

すことは可能だと思います。積極的に出す気持ちは今のところございません。 

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。 

○７番（谷進介君） じゃそれ、また、しかるべき手続をもって、定型的に何をして、表
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題だけで結構ですので、そういうことを知りたいというだけのことですから、今、我々が

考えているとか、進んでいる方向と、教育委員会がお考えのこととそごがあったりとか、

大きな乖離がないようにということなので、また、おいおい、それは文書等で請求をして

いきたいと思います。 

 それと、次、ひまわりこども園費で、この財源、国・県支出金が何がし、その他って、

ここは多分使用料云々だと思うんですけれども、どうも歳入のとこ見ても、どことどこを

足したらこの金額になるかとか、ちょっと私の頭ではわからないので、どことどこに当た

る、その財源について、また、一般財源が出ていますが、このうちの交付税の措置分、こ

ことして交付税が措置されたという、その内訳をお示し願いたいです。 

○議長（谷重幸君） 教育課長。 

○教育課長（太田康之君） １０９ページのところの財源内訳ということで、国・県支出

金７，３２０千円とその他の２４，３８９千円、これの内訳ということなんですが、まず、

この国・県の支出金の中には、子ども・子育て支援交付金ということで３分の１ずつの補

助が入っております。それにつきましては、大きいものでいいますと地域子育て交付事業

ということで、その子ども・子育ての中にいろいろ内訳があるんですが、子育てつどいの

へやの補助金は２，６５０千円。それへ一時預かり事業ということでこども園で未就園児

の子を預かる事業、これが５０８千円。これはうちの教育課のほうでの財源ではないんで

すが、乳幼児の全戸訪問事業ということで４０千円を充てております。 

 それで、その合計が３，１９８千円、それが国と県からそれぞれ入ってきますので、

６，３９６千円。それへプラス紀州３人っこということで、その補助分が県から入ってき

ます。その２，８２０千円予算取りしてる中で、こども園分としまして９２４千円をとっ

ております。それで、合わせることで７，３２０千円になります。 

 それと、次に、その他の財源内訳になるんですが、こども園費の負担金ということで、

長時間保育料であったり短時間保育料であったり、そういうふうな事業費２４，０７８千

円、これが主なものになっております。それと、これはまだ未確定ですけれども、滞納繰

越分の１０千円、それと、こども園の使用料ということで、入園とかバスに乗った費用と

いうもので２０４千円。 

 それと、臨時職員の雇用保険料ということで９７千円、これを足すことで２４，３８９

千円という内訳となっております。もしあれであれば、もっと詳しく説明します。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） 総務政策課長。 

○総務政策課長兼健康推進課長（野田佳秀君） お答えいたします。 

 ひまわりこども園としての普通交付税の需用額での算定されている額ということで答弁

のほうをさせていただきます。約７７，０００千円になります。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ４番、北村議員。 
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○４番（北村龍二君） １０８ページ、中学校費、この真ん中ぐらいにＱ－Ｕ検査料、心

理テストだとは思われます。ただ、これは、例えばどんな心理テストで、年何回やられて

いて、効果といいますか、今いろいろいじめとかもあんなんにもつながっているのか、ど

んな心理テストをしているのかということをちょっとお聞きしたいです。 

○議長（谷重幸君） 教育課長。 

○教育課長（太田康之君） このＱ－Ｕテストというものは、どういうものかということ

になるんですが、まず、今、北村議員おっしゃったように、アンケート調査ということに

なります。まず、学校生活の意欲というふうな形で、やる気があるクラスをつくるための

アンケート、種類を分けているんですが。それと、学級満足度ということで居心地のよい

クラスにするとか、というような内容のアンケートとか、日常の生活の行動を振り返ると

いうようなアンケートをとって、まず、そこから何が判明するのかということで、今おっ

しゃったとおり、不登校の可能性の高い児童が何人いてるんかとか、あるいはいじめを受

けてないかとか、学習意欲が低下していないかとか、学級崩壊に至るところはないのかと

かいうようなことをアンケート調査をもとにして、今後の学習指導にしていくということ

であります。 

 それと、もう一つの年に何回するのかということなんですが、ちょっと時期のほうは申

しわけございませんが、年に１回実施しております。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ５番、龍神議員。 

○５番（龍神初美君） ５番、龍神です。 

 違う話です。１０４ページの小学校費の学校管理費の１１番、需用費の中の修繕費の

３，７５４千円なんですけれども、昨年は３，９０８千円で、まずは小学校だったら女子

トイレの洋式化とか、鉄棒とか砂場の枠、和田小学校だったら北側の防球ネットとかとい

う修繕をされたと思うんですけれども、ことしはどのような予定になっておりますか。内

容をお願いします。 

○議長（谷重幸君） 教育課長。 

○教育課長（太田康之君） まず、ことしの内容ですが、松原小学校につきましては壁面

の修理ということで、教室の壁なんですが、過去に雨漏りの影響でちょっと雨漏りのしみ

というのが出ているような状況でありました。そこに関しては見た目もひどいので、これ

は早急に直す必要があるだろうということで、修繕費といたしまして約１８０千円ほど

とっております。 

 それと、同じく松小なんですが、体育館の外部タイルということで、体育館の周りにタ

イル敷き詰めてちょっと階段になっているとこ、そこのタイルの部分が割れておるとか、

というような状況で、これも長いことほっておったんですが、余りにもこれも見た目が悪

いということで、結構面積もあるんで３００千円ほどの予算をとっております。 

 それと、これも松小です。１番大きなのが大小というプールがあるんですが、小プール
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と大プールの水位調整というような機能がちょっと狂っておると、片一方の調整を間違う

と、大のほうであふれるとか、小の調整を間違うと小のほうであふれるとか、そういうこ

とを改善するために水位調整の装置の取りつけということで１，４００千円ほど予算を

とっております。 

 それと、和田小学校です。和田小学校につきましては、６年生の教室の黒板の張りかえ

があります。ちょっと見えにくいというのか、何というのか傷んできたというのもあるん

ですが、そういう形で、これも結構大きいんですが２０６千円ほどの修繕費となっており

ます。 

 それと、各教室にそれぞれ、今、照明器具が古くなってきておるんでＬＥＤ化に向けて

変えていこうかということになっております。悪い部分から変えるということで順次進め

ております。ほかの小学校も予算取りには載っていないんですが、修繕費が少し余ったと

きにはその対応をしてもらうということでやっております。それが大体和田小学校で３９０

千円ぐらいでやっております。それに対して三百何ぼになるかということはちょっとまだ

少ないと思うんですが、主なものとしてはそういうことです。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ９番、繁田議員。 

○９番（繁田拓治君） ９番。 

 ２点、お聞きします。１点目は、１０８ページの準要保護の人数の増加ということなん

ですが、今現在何人ぐらいありますか。要保護もを含めて、またお答えください。 

 それで、もう一つですが、これは１１８ページの吉原公園の管理人ですが、作業内容等

をちょっとお聞かせください。 

○議長（谷重幸君） 教育課長。 

○教育課長（太田康之君） お答えします。 

 準要保護と要保護の人数というところなんですが、これは現在でよろしいですか。準要

保護の人数ですが、小中合わせて５４名となっております。要保護の人数にいたしまして

は２名ということになっております。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） 中央公民館長。 

○中央公民館長兼図書館長（浦真彰君） 繁田議員にお答えします。 

 吉原公園の管理人ですけれども、太陽福祉会のほうにお願いしておりまして、吉原公園

のトイレの清掃、テニスコートの周りのごみ拾い等をお願いしております。 

○議長（谷重幸君） ９番、繁田議員。 

○９番（繁田拓治君） 今の作業内容ですけれども、あれ、そしたらセメントの張ってる

道ありますね。テニスコート、便所、そして、グラウンドゴルフかな。あそこのほうだけ

ですか。こっち側の松林の今、吉原公園の何してますが、あそこも少しは入っておるんで

すか。 
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○議長（谷重幸君） 中央公民館長。 

○中央公民館長兼図書館長（浦真彰君） 松林のほうもあずまやとかありますので、あの

辺もごみ拾いはやっていただいております。 

○議長（谷重幸君） ９番、繁田議員。 

○９番（繁田拓治君） 吉原公園のあずまやありますね、あそこの近くまでも及んでおる

んですか、１人で。というか、吉原公園の中に新しい地方創生でできたあずまやがありま

すね、２つ。あそこら辺まで及んでおるんですか。 

○議長（谷重幸君） 中央公民館長。 

○中央公民館長兼図書館長（浦真彰君） 太陽福祉会のほうから作業員さんということで、

１人ではないので何人かで来ていただいて、軽作業という形でごみ拾いやっていただいて

いますので、松林の中もごみがあれば拾っていただくということでお願いしております。 

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。 

○７番（谷進介君） ７番。 

 先ほど小学校でプールというような話も出ましたが、中学校のプールというのはもうこ

のままなんですか。前に休止するというような話も聞きまして、その後、条例の整備であ

るとか、そのあたりはされたのかなとは思っても、いまだ美浜町営プール設置に関する条

例とか、そのまま生きてますよね。もう何もしないというか、町営のプールに関してにな

るんでしょうけれども、それはどのようにお考えなんでしょうか。 

○議長（谷重幸君） 教育課長。 

○教育課長（太田康之君） 谷議員にお答えします。 

 当然、その条例とか今も残っている状況であります。これは教育課としても、こういう

のはやっぱり残しておくべきではないかとは思うんですが、まだ、完全な方針決定という

のは至っていないです。ただ、今の状況から見てそのプールが使えるかということになる

と、僕自身の考えですが、使えないと思います。ただ、それを整備して今後使っていくん

かということになると、費用はかかるかと思います。ただ、それでやっていくんだという

ことで方針が決まれば、そのように向けて進んでいきたいかなと思っております。これは

僕自身の考えです。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。 

○７番（谷進介君） 結局、じゃどうするというのは、誰が、いつ、どのようにして考え

るんですか。 

○議長（谷重幸君） 教育課長。 

○教育課長（太田康之君） 大変申しわけございません。この件に関しては、今現在、話

し合いもされてないというのが事実でございます。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。 
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○７番（谷進介君） 現状の報告はそれで結構ですけれども、私が聞いたのは、いつ、誰

がどう決定するんですかと聞いたので、そのお答えはいただきたいですけれども、今のは

お答えになってないと思いますが。 

○議長（谷重幸君） 教育長。 

○教育長（古屋修君） 現在、プールは水たまった状態で置いています。ですから、防火

的な働きは今やっているという、そういう段階です。だから、いつ、誰がというのはまだ

方向性は何も決まっておりません。だから、将来どうなるかというのはわかりませんが、

現在のところ防火的な働きをさせているというのが実態です。ご理解をお願いしたいと思

います。 

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。 

○７番（谷進介君） それはあくまで現状の報告なので、私の質問とは違うんじゃないで

すか。じゃ、誰がというかどこが、これは検討されるんですか。いつまでいうとあれで

しょうけれども、いつごろから、誰なりどの部署が検討するんですか。 

○議長（谷重幸君） 教育長。 

○教育長（古屋修君） いつということは言えません、今の段階では。いつかそのうちに

というふうにお考えいただけたらと思います。ただ、先ほども言わせてもらったように、

いわゆる防火的な働きということで必要な部分もありますので、現在の状態でしばらくは

置きたいとそのように思っております。 

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。 

○７番（谷進介君） もちろん言えないというのはよくわかります。じゃ、ずっと教育長

がお答えいただいているんで、これは教育委員会が考えるべきものだという理解でいいん

ですね。 

○議長（谷重幸君） 教育長。 

○教育長（古屋修君） 基本的には教育委員会で結論を出して、いわゆる町当局の最終的

な結論そういうふうな形になろうかと思います。町営ですので。 

○議長（谷重幸君） ８番、森本議員。 

○８番（森本敏弘君） １０４ページの先ほどのコンピューター借り上げ料のことなんで

すが、こういった科目について例えば県やとか、国とかから支援していけるような対象と

なっているのかどうか、それについてお伺いしたいと思います。 

○議長（谷重幸君） 教育課長。 

○教育課長（太田康之君） すみません、一つ聞き逃したかもわからないんですが、まず

最初に、国か県かから補助がないのかというような件ですが、これは全くありません。町

単独でやっていくということになります。 

 もう１点目は、ちょっと聞き逃したんですが、申しわけございません。 

○議長（谷重幸君） それだけです。８番、森本議員。 

○８番（森本敏弘君） １１０ページなんですけれども、ひまわりこども園のところで一
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般職員が１６人、臨時１５名ということでお聞きしましたが、この臨時の人員を一般職に

切りかえていくとかいう方向はおありですか。 

○議長（谷重幸君） 教育課長。 

○教育課長（太田康之君） この件に関して、教育課から言うべきかどうかというのは

ちょっとわからない部分もあるんですが、当然、職員定数というのも決まっておりますし、

その中で、正職をふやすと職員定数、教育課の定数も減っていくということでなかなか難

しい問題ではあろうかと思います。ただ、今言われる内容のとおり、臨時であろうが正規

であろうが同じような仕事をしているということであるので何とかしたいという気持ちは

あるんですが、これは不可能かなと思っております。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） 最後に、第１０款公債費から第３０款予備費について、並びに給与

費明細書、債務負担行為に関する調書、地方債に関する調査について細部説明を求めます。

予算書の１１９ページから最後までです。総務政策課長。 

○総務政策課長兼健康推進課長（野田佳秀君） 次に、１１９ページから最後までご説明

申し上げます。 

 １１９ページの公債費、元金償還金が２億８９，１１８千円、対前年度比では３，３３０

千円の減額でございます。 

 利子償還金は２１，８２６千円で、対前年度比では３，３４４千円の減額でございます。 

 公債費の合計は３億１０，９４４千円で、対前年度比では６，６７４千円の減額でござ

います。 

 歳出予算全体に占める割合は９．０％でございます。 

 予備費については５，０００千円、前年度と同額を計上してございます。 

 予備費の歳出予算全体に占める割合は０．１％でございます。 

 以上で、歳出予算の全てをご説明申し上げましたが、添付資料といたしまして、給与費

明細書、債務負担行為に関する調書、地方債残高に関する調書を添付してございますので、

ごらんいただきたいと存じます。 

 以上で、平成３１年度美浜町一般会計予算について細部説明を終わらせていただきます。 

 よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。７番、谷進介議員。 

○７番（谷進介君） ７番。 

 １１９ページ、単純に公債費についてですけれども、この中の交付税の措置分というの

をそれぞれお教え願えますか。が、時間が余りにかかるようだったら、また、一覧表にし

て別のときでもいいですし、なお、その際であれば債務負担行為の一覧表がありますので、

ここのところについても交付税措置がされているのであれば、おのおのがわかるような資

料をお示し願いたいです。 

○議長（谷重幸君） 総務政策課長。 
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○総務政策課長兼健康推進課長（野田佳秀君） 公債費についての交付税措置及び債務負

担行為についての交付税措置ということですが、ちょっとその辺については計算のほうを

しなければなりません。追って、議会のほうへ提出したいと思います。 

 以上です。 

○７番（谷進介君） 結構です。 

○議長（谷重幸君） 最後に、締めくくりの質疑を行います。質疑漏れ等ございましたら、

１人１回程度の質疑を行いたいと思います。 

○議員 「ありません」 

○議長（谷重幸君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。３番、谷口議員。 

○３番（谷口昇君） この本一冊、どっから出してもかまわんのですな。反対討論したい。 

 私、この本に出たこと、最後に反対討論をさせてもらいます。町長はん、まことに申し

わけないけれども、代々やってますんでね、こらえておくれな。 

 その中で、今、非常に消費税不況です。弱者と強い者との差ががいに出てきた。そうい

う中で、人事関係、ちっとう月給まけたろやないかということでございますけれども、こ

の予算ではそれが出てない。町民の多くの意見がそれですね。今、結構なもんは公務員や

と、こういうことです。その先で一番、一般労働者、役場労働者諸君のことよりも特別職、

我々のことが言われてんねん。その辺でちっと考えてやってほしい。 

 ２番目には質素倹約ですね。消費税のかわりに生活保護の人が救われる法はないんです。

それで、このやり方は非常に巧妙な、内閣でもやっていますけれども、これだったら内閣、

行政をやる責任がない。そのとばっちりが我々に来てるので、せめて心、道徳の中で質素

倹約のものをせなあかんのに、やや質素倹約の精神が足らんと。したがって、弱者のため

に申しわけない。きょうの予算案について、もっと安うせんさかいに、これは反対せざる

を得ない、そういうことでございます。先生方、どうぞよろしくお願いいたします。反対

でございます。 

○議長（谷重幸君） ８番、森本議員。 

○８番（森本敏弘君） ８番。 

 今回、消費税の１０月に予定されている中で、やはり収入のところでは使用料及び手数

料にかかわって公共サービスについての消費税も盛り込んだ料金となっています。そう

いった住民活動への負担を強いるものにもなります。さまざま厳しいとか、それから国の

要請でもありますけれども、それを住民福祉の立場から軽減するような方向で努力すべき

ものだと考えます。本予算案に反対です。 

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。 

○７番（谷進介君） ７番、谷進介です。 

 私は賛成の討論をいたします。 

 種々、今、反対討論者の方のご意見も拝聴いたしましたが、私どもとしましては、やは
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り町民生活に必要不可欠な本当の最低限というか、元来、骨格予算でありますので、そう

いうことはまずいろんな意見の相違はありますが、網羅されているというふうに承知をし

ておりますので、今後、速やかな成立を図り、町民の皆さんの生活に資したいと思います

ので、賛成をいたします。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本件、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

○議員 （起立多数） 

○議長（谷重幸君） 起立多数です。したがって、議案第１６号 平成３１年度美浜町一

般会計予算については原案のとおり可決されました。 

 しばらく休憩します。再開は１０時とします。 

午前九時四十九分休憩 

   ―――・――― 

午前十時〇〇分再開 

○議長（谷重幸君） 再開します。 

 日程第２ 議案第１７号 平成３１年度美浜町国民健康保険特別会計予算についてを議

題とします。 

 本件について細部説明を求めます。総務政策課長。 

○総務政策課長兼健康推進課長（野田佳秀君） 議案第１７号 平成３１年度美浜町国民

健康保険特別会計予算について、細部説明を申し上げます。 

 美浜町国民健康保険特別会計予算の総額は、歳入歳出それぞれ９億８４，７９９千円で、

前年度と比較して２１，２５４千円、２．２１％の増でございます。人口減少と国保から

後期高齢者医療への移行により被保険者数は減少しているものの、和歌山県に支払う国民

健康保険事業費納付金が増加したことが主な要因でございます。また、保険税率の増加を

抑制するため基金から４０，０００千円の繰り入れを行っています。今年度は、保険税の

軽減拡大と賦課限度額の改正が予定されています。 

 ではまず、歳入からご説明申し上げます。 

 ６ページ、国民健康保険税については、被保険者１，９３０名を見込み、一般被保険

者については１億５７，８２４千円、退職被保険者等は１，７６６千円で、合計１億

５９，５９０千円を計上しています。主に、被保険者数の減少により前年度と比較して

８，９３９千円の減額となってございます。 

 ８ページ、使用料及び手数料の督促手数料は５０千円でございます。 

 下段の県支出金、県補助金については、保険給付費等交付金として、普通交付金６億

７８，８６９千円、特別交付金１３，４４３千円、合わせて６億９２，３１２千円が交付
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されます。また、財政対策補助金は２，１７９千円でございます。 

 １０ページ、財産収入、財産運用収入は、基金の預金利子として１５７千円を計上して

ございます。 

 一般会計からの繰入金は８７，８７９千円で、前年度と比較して１０，６３９千円の減

額でございます。 

 内訳は、保険基盤安定繰入金の保険税軽減分３４，１９９千円、同繰入金の保険者支援

分１８，３０９千円、職員給与費等繰入金１２，８３８千円、出産育児一時金等繰入金

２，８００千円、財政安定化支援事業繰入金１６，１０３千円、地単事業分３，６３０千

円でございます。 

 繰入金、基金繰入金４０，０００千円は、保険税率の増加を抑制するため基金から繰り

入れを行っています。 

 １２ページ、繰越金は１，０００千円でございます。 

 諸収入、延滞金、加算及び過料は２１０千円で、一般被保険者延滞金２００千円、退職

被保険者等延滞金１０千円でございます。 

 預金利子は１千円の科目設定でございます。 

 雑入、一般被保険者第三者納付金３５０千円、１４ページ、退職被保険者等第三者納付

金１０千円、一般被保険者等返納金１０千円、退職被保険者等返納金１千円、高額療養費

貸付金償還金１，０００千円、雑入は指定公費受入金５０千円を計上してございます。 

 次に、歳出についてご説明申し上げます。 

 １６ページ、総務費、総務管理費、一般管理費は１０，７２１千円で１名分の人件費と

事務経費となっています。 

 一般管理費の内訳として職員給料３，５９０千円、職員手当等２，３０３千円、共済費

１，０９７千円、需用費１３０千円、役務費２，７９３千円、委託料１９７千円、負担金

補助及び交付金６１１千円を計上しています。 

 国民健康保険団体連合会負担金は９２０千円でございます。 

 徴収費の賦課徴収費は１，１０７千円で、コンビニ収納の手数料やクラウドシステムに

よる帳票類の共同印刷などの費用でございます。 

 １８ページの運営協議会費は１９８千円で、前年度と同額でございます。委員９名分の

報酬と需用費を計上しています。 

 次に、第２款保険給付費の合計は６億８３，６７２千円で、前年度と比較して６６３千

円の減額でございます。主に被保険者数は減少しているものの、１人当たりの医療費の増

加が主な要因でございます。 

 内訳は、療養諸費５億９３，３５１千円、２０ページ、高額療養費８５，４９８千円、

移送費２０千円、２２ページ、出産育児諸費４，２０３千円、葬祭諸費６００千円となっ

てございます。 

 第３款国民健康保険事業費納付金の合計は２億７１，９２９千円でございます。内訳は、
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医療給付費分１億９７，８１０千円、２４ページ、後期高齢者支援金等分５４，１７９千

円、介護納付金分１９，９４０千円でございます。和歌山県に納める納付金でございます。 

 第４款の共同事業拠出金は５千円を計上しています。 

 保健事業費は４，２８８千円、２６ページ、高額療養費貸付金は１，０００千円でござ

います。 

 保健事業費の特定健康診査等事業費は９，２９４千円で、今年度におきましても、賃金

で雇い上げた保健師による特定健診未受診者への電話連絡により受診率の向上に努めると

ともに、未受診者に合った受診勧奨の案内を送付する特定健診等受診率向上事業にも取り

組みます。 

 下段の基金積立金は、利子積立金として１５７千円を計上しています。 

 ２８ページの諸支出金は、保険税その他の還付などに要する経費で、款の合計は

１，５０８千円でございます。 

 なお、添付資料として、給与費明細書を添付してございます。 

 以上で、細部説明を終わらせていただきます。 

 よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。７番、谷進介議員。 

○７番（谷進介君） ７番です。 

 ２６でも歳入のとこ、どっちでもいいんですけれども、基金積立金、基金ってあとどれ

ぐらいあるのですか。 

○議長（谷重幸君） 健康推進課長。 

○総務政策課長兼健康推進課長（野田佳秀君） お答えいたします。 

 ３０年度末の基金残高ですが１億３５，６９６，５００円、３１年度の当初で４０，０００

千円取り崩しのほうを行います。３１年度末の基金残高、あくまでも見込みですが、

９５，６９６，５００円となっております。 

 以上でございます。 

○議長（谷重幸君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（谷重幸君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。 

 この採決は挙手によって行います。 

 本件、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、議案第１７号 平成３１年度美浜町国

民健康保険特別会計予算については原案のとおり可決されました。 

 日程第３ 議案第１８号 平成３１年度美浜町農業集落排水事業特別会計予算について
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を議題とします。 

 本件について細部説明を求めます。総務政策課長。 

○総務政策課長兼健康推進課長（野田佳秀君） 議案第１８号 平成３１年度美浜町農業

集落排水事業特別会計予算について、細部説明を申し上げます。 

 美浜町農業集落排水事業特別会計予算の総額は、歳入歳出それそれぞれ７１，７２５千

円でございます。対前年度比では３，７３１千円の減額、４．９４％の減となってござい

ます。公債費が減少したことと施設維持費の抑制が主な要因でございます。 

 では、６ページの歳入よりご説明申し上げます。 

 農業費分担金は３２４千円で、新規加入分担金２件分を計上してございます。 

 処理施設使用料は４０，８６２千円で、対前年度比１，３８８千円の減額、３．２９％

の減でございます。農業集落排水設備手数料は、宅内排水設備工事検査手数料１０千円を

見込んでございます。 

 繰入金は３０，４９４千円で、対前年度比２，３３６千円の減額、７．１２％の減でご

ざいます。 

 下段からの預金利子は、科目設定として１千円を計上してございます。 

 ８ページの財産収入は、基金利子として３４千円を見込んでございます。 

 次に、１０ページからの歳出についてご説明申し上げます。 

 施設管理費でございます。人件費として、職員２名分の給料７，０９９千円、職員手当

等３，９６９千円、共済費２，０４１千円を計上してございます。 

 需用費は、消耗品費、燃料費、印刷製本費、光熱水費、修繕費を含めまして１５，０９７

千円を計上してございます。 

 役務費は、通信運搬費、口座振替手数料、汚泥処理料等を含めまして６，７７７千円で、

汚泥処理料の削減により役務費全体で、前年度から１，１１９千円の減額となってござい

ます。 

 委託料、管理委託料６，２００千円、水質検査料３４３千円、管路清掃委託料３，９００

千円の合計１０，４４３千円を計上してございます。 

 使用料及び賃借料は、上下水道システムの機器使用料、入山・上田井地区の中継ポンプ

制御盤借地料、水道メーターの検針データー使用料を合わせて１，１２３千円を計上して

ございます。 

 負担金補助及び交付金は、退職手当負担金、処理施設設置補助等を含めまして１，５８７

千円を計上してございます。 

 公課費は２，７５９千円で、公用車の車検による自動車重量税９千円と消費税及び地方

消費税納付金２，７５０千円でございます。 

 以上、施設管理費の合計は５０，８９５千円で、対前年度比１７４千円の減額、０．３４％

の減となってございます。 

 １２ページの公債費は、元金１７，１９６千円と利子３，６００千円の合計２０，７９６
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千円を計上してございます。 

 基金積立金は、３４千円を積み立てることとしています。 

 なお、人件費を除く施設維持管理費は、対前年度比１，１３２千円の減額、３．００％

の減となってございます。また、農業集落排水事業と公共下水道事業の一般会計繰入金の

うち、基準外繰入金は１７，７６０千円となってございます。 

 いずれも下水道料金統一時に目標設定にしていたマイナス３％、２４，０００千円未満

でございます。 

 最後に、添付書類として、給与費明細書、債務負担行為に関する調書、地方債に関する

調書等を添付してございます。 

 以上で、細部説明を終わります。 

 よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（谷重幸君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（谷重幸君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。 

 この採決は挙手によって行います。 

 本件、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、議案第１８号 平成３１年度美浜町農

業集落排水事業特別会計予算については原案のとおり可決されました。 

 日程第４ 議案第１９号 平成３１年度美浜町公共下水道事業特別会計予算についてを

議題とします。 

 本件について細部説明を求めます。総務政策課長。 

○総務政策課長兼健康推進課長（野田佳秀君） 議案第１９号 平成３１年度美浜町公共

下水道事業特別会計予算について、細部説明を申し上げます。 

 美浜町公共下水道事業特別会計予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億３０，７４２千円

でございます。対前年度比では４６，６１６千円の減額、２６．２８％の減となってござ

います。人件費と受益者負担金返還金の減少が主な要因でございます。 

 では、６ページの歳入からご説明申し上げます。 

 下水道事業費分担金は１６２千円で、新規加入分担金１件分を計上してございます。 

 下水道施設使用料は４２，９４５千円で、対前年度比２９３千円の減額、０．６８％の

減でございます。 

 下水道費手数料は２９千円で、指定業者認定申請手数料等を計上してございます。 
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 繰入金は８７，５９５千円で、一般会計繰入金、基金繰入金を計上し、対前年度比

４６，１８９千円の減額、３４．５３％の減でございます。内訳は、一般会計繰入金

８５，８５７千円で、５，５３２千円の減額、６．０５％の減、基金繰入金１，７３８千

円で、４０，６５７千円の減額、９５．９０％の減となっており、人件費及び受益者負担

金返還金の減少によるものでございます。 

 下段からの預金利子は、科目設定として１千円を計上してございます。 

 ８ページの財産収入は、公共下水道事業基金の運用収入といたしまして、利子及び配当

金で１０千円を計上してございます。 

 次に、１０ページからの歳出についてご説明申し上げます。 

 一般管理費でございます。人件費として、職員１名分の給料４，６１２千円、職員手当

等２，７６１千円、共済費１，４３１千円を計上してございます。職員１名分の人件費の

減少による減額となってございます。 

 需用費は、消耗品費、燃料費、印刷製本費、光熱水費、修繕費も含めまして１６，２１８

千円を計上してございます。 

 役務費は、通信運搬費、口座振替手数料、汚泥処理料等を含めまして３，３７９千円を

計上してございます。 

 委託料は、管理委託料で７，４００千円、水質検査料で７７１千円、警備委託料で１１２

千円、管渠清掃委託料で３，０００千円の合計１１，２８３千円を計上してございます。 

 使用料及び賃借料は、上下水道システムの機器使用料、中継ポンプ制御盤借地料、下水

道積算システム借り上げ料、水道メーターの検針データー使用料を合わせて１，３１８千

円を計上してございます。 

 工事請負費は、管渠等の修繕が必要になった場合に備え１，６５０千円を計上してござ

います。 

 備品購入費は、停電時に中継ポンプの電源を確保するための小型発電機を購入する費用

７３４千円と、老朽化した公用車の買いかえ費用１，２２０千円の合計１，９５４千円を

計上してございます。 

 負担金補助及び交付金は、退職手当負担金、処理施設設置補助等を含めて１，２４６千

円を計上してございます。 

 償還金利子及び割引料は、受益者負担金返還金１，７３８千円を計上してございます。

返還作業が順調に推移しているため、対前年度比４０，６５７千円の大幅な減額となって

ございます。 

 公課費は、消費税及び地方消費税納付金６，０００千円でございます。 

 一般管理費の合計は５３，５９０千円で、対前年度比４８，３８４千円の減額、

４７．４５％の減となってございます。 

 １２ページの公債費は、元金５５，２７６千円と利子２１，８６６千円の合計

７７，１４２千円を計上してございます。 
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 基金積立金は１０千円を積み立てることとしています。 

 なお、人件費を除く施設維持管理費は、対前年度比１，３０８千円の減額、３．００％

の減となってございます。また、農業集落排水事業と公共下水道事業の一般会計繰入金の

うち、基準外繰入金は１７，７６０千円となってございます。 

 いずれも下水道料金統一時に目標設定にしていた、マイナス３％、２４，０００千円未

満でございます。 

 最後に、添付資料として給与費明細書、債務負担行為に関する調書、地方債に関する調

書等を添付してございます。 

 以上で、細部説明を終わります。 

 よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。７番、谷進介議員。 

○７番（谷進介君） １１ページです。一般職員が２名から１名に、これ、１名おやめに

なったんですか。あと、二、三あるんですけれども、まずそれを。 

○議長（谷重幸君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（大江裕君） お答えします。 

 １名分の減については人事異動のための減でございまして、そのかわり臨時職員のほう

を１名いただいております。臨時職員の給与の支払いについては、総務政策課からになり

ますので、そのため１名分の減となっております。 

 以上でございます。 

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。 

○７番（谷進介君） ７番。 

 配置がえ、それの書類操作というたら語弊がありますけれども、その辺はまた詳しく別

の機会にお聞きしたいと思います。 

 次は、１３番の委託料、先ほどの農集のところでも聞こうかなと思ったんですけれども、

同じことかなと思いまして、例えばこの管理委託とか管渠清掃委託、このあたりの業者契

約はどんな形態なんですか。随契なのか、いろいろあるかと思いますが、どのようになっ

ているんでしょうか。 

○議長（谷重幸君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（大江裕君） 施設管理及び管渠清掃の委託料の契約についてですけれど

も、見積もり徴収により委託という格好をとらせていただいてます。 

 以上でございます。 

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。 

○７番（谷進介君） 見積もり徴収、それは複数の業者からとってということなんでしょ

うか。ちょっとはっきり聞こえなかったもので、すみません、もう一度。 

○議長（谷重幸君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（大江裕君） 今のところ１件でございます。 
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 以上でございます。 

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。 

○７番（谷進介君） そういう形態になって、またいずれ少し突っ込んで質問もしたいと

思いますが、それはそれとして。 

 一般会計からの繰入金、ただ、私の不勉強なのか勘違いなのかもわかりませんが、こう

いう事業は独立採算でというふうに聞いておりますが、いかんせん、そんなん今からすぐ

というのはないでしょうけれども、見込みとしてどんなもんなんですかね。一般会計のほ

うから繰り入れをずっとしていくべきものなのか。それはそれでいいのか、何か基準があ

るのか、はたまた、やはり使用料とかそういうのでずっと賄っていくべきものなのかとか、

その辺の見通しのほうを少しお示し願えたらと思いますが。 

○議長（谷重幸君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（大江裕君） お答えします。 

 議員おっしゃるように、使用料で賄うことが理想だと僕も考えております。ただ、特に

公共下水道については、まだ、面的整備が終わって間もないという段階で、起債の償還で

あるとかというのは、かなり経営の中で支出として主なものとなってございます。 

 例えば年数は減ってくるものなんですけれども、基本的にしばらくの間は繰り入れをい

ただいて事業を継続させていただきながら、少しでも繰入金のほうを減少させるように努

力していく次第でございます。 

 以上でございます。 

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。 

○７番（谷進介君） 面的整備はたしか３０年度ぐらいに終わるというふうな、２９か

３０あたりだったので、公債費がある間はなかなか難しいでしょうけれども、起債の償還

が終われば、そういうような形になっていくと理解しておいていいんですね。 

○議長（谷重幸君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（大江裕君） 起債の償還がかなり金額が張っておりますので、それが終

われば順調に推移するものと考えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（谷重幸君） ８番、森本議員。 

○８番（森本敏弘君） ６ページ、７ページにかかわってなんですけれども、使用料、手

数料については、１０月から予定されている消費税１０％にかかわっての使用料として計

算されているものなんでしょうか。 

○議長（谷重幸君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（大江裕君） お答えします。 

 １０月から消費税１０％ということで計算しております。 

 以上でございます。 

○議長（谷重幸君） ありませんか。 
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○議員 「ありません」 

○議長（谷重幸君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（谷重幸君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。 

 この採決は挙手によって行います。 

 本件、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、議案第１９号 平成３１年度美浜町公

共下水道事業特別会計予算については原案のとおり可決されました。 

 日程第５ 議案第２０号 平成３１年度美浜町介護保険特別会計予算についてを議題と

します。 

 本件について細部説明を求めます。総務政策課長。 

○総務政策課長兼健康推進課長（野田佳秀君） 議案第２０号 平成３１年度美浜町介護

保険特別会計予算について、細部説明を申し上げます。 

 美浜町介護保険特別会計予算の総額は、歳入歳出それぞれ８億１８，８０１千円で、前

年度と比較いたしまして１０，３２７千円、１．２５％の減となってございます。給付費、

介護保険料の抑制を掲げた介護予防事業の取り組みにより、保険給付費が減少したことが

要因と考えてございます。また、本年１０月の消費税増税に伴い、低所得者保険料軽減が

完全実施され、第１所得段階に加え、第２、第３所得段階に対しても適用する改正が予定

されています。 

 ではまず、歳入からご説明申し上げます。 

 ６ページの第１号被保険者保険料につきましては１億５８，３１５千円を計上して

ございます。基準月額が５，８８０円でございます。このうち特別徴収保険料は１億

４８，０９７千円、普通徴収保険料は１０，１１８千円、滞納繰越分保険料として１００

千円を計上しています。督促手数料は１０千円であります。 

 介護給付費国庫負担金は１億３６，２１７千円で、前年度より３２３千円の減額となっ

てございます。 

 国庫補助金については、調整交付金と地域支援事業交付金としては、介護予防・日常生

活支援総合事業と総合事業以外に係る２交付金がありまして、この合計額は６１，６６８

千円であります。前年度より３，４７４千円の減額となってございます。 

 ８ページ、支払基金交付金については、第２号被保険者の保険料分として、地域支援事

業分と合わせて、支払基金から２億１１，７０２千円の交付を見込んでいます。前年度よ

り８６４千円の減額となります。 

 介護給付費県負担金は１億１０，１４４千円、前年度より２，５６６千円の減額となっ
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ています。 

 次に、県補助金は３，９８４千円、前年度と比べ４２４千円の増額でございます。 

 １０ページの財産収入は、介護給付費準備基金の利子として３９千円を見込んでいます。 

 一般会計からの繰入金は、総額１億３６，７１３千円で、前年度比較では１，１３７千

円の減額となってございます。 

 介護給付に係る法定率での繰り入れと、事務費繰り入れ、また、第１段階から第３段階

の方に対する保険料軽減措置に対する補塡分として、低所得者保険料軽減繰入金も計上し

てございます。 

 １２ページの諸収入につきましては、それぞれ科目設定でございます。 

 次に、歳出についてご説明申し上げます。 

 １４ページ、総務費、一般管理費は３０，６２８千円、前年度比較では５，６６７千円

の減額でございます。職員２名分の給料５，８９６千円、職員手当等３，４２９千円、共

済費２，１１１千円、介護認定審査員の賃金２，６４４千円、旅費１７１千円、需用費は

１，６５７千円、役務費は郵便料、主治医意見書作成料などの必要経費３，１５８千円、

委託料は１，５８８千円、使用料及び賃借料は介護事業所台帳管理システムの年間プロダ

クト使用料の３３０千円、備品購入費は２１６千円、負担金補助及び交付金は、御坊広域

行政事務組合への介護認定審査会費分担金など９，４２８千円でございます。 

 次に、保険給付に係る費用についてでございます。 

 １６ページからですが、第２款保険給付費の総額は７億５８，０７０千円で、対前年度

比１．１６％、８，８９２千円の減額でございます。 

 居宅介護サービス給付費３億４，３８５千円から始まり、２０ページの介護予防サービ

ス計画給付費２，６４９千円までが保険給付費の予算でございます。 

 そのうち１６ページの第１項介護サービス等諸費６億９５，３８０千円は、要介護の認

定を受けた方へのサービス費用で、デイサービスやヘルパーの利用、施設への入所費用等

でございます。 

 第３項その他諸費は、国保連合会への審査支払い手数料６６６千円でございます。 

 １８ページの第４項高額介護サービス費１６，３８２千円は、自己負担分が一定額を超

えた場合の還付分でございます。 

 第５項高額医療合算介護サービス等費２，５６０千円は、介護保険の自己負担と後期高

齢者医療等、医療での自己負担額の合算額が一定額を超えた場合の還付分でございます。 

 第６項特定入所者介護サービス等費２６，５３８千円は、一定の資格により施設の利用

等の際の食費、居住費の自己負担が軽減されるものでございます。 

 下段から２０ページにかけての第７項介護予防サービス等諸費１６，５８４千円は、要

支援の認定を受けた方のサービス利用等に係る費用で、前年度比１，４７０千円の減額で

ございます。 

 ２０ページ中段から２７ページまでの第４款地域支援事業費は、介護給付とは別に、美
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浜町地域包括支援センターが実施する介護予防事業などに係る経費でございます。 

 このうち２２ページには、在宅医療・介護連携推進事業として昨年設置された日高在宅

医療サポートセンターへの委託料１，５５２千円でございます。 

 ２４ページの介護予防・生活支援サービス事業費、委託料の訪問型・通所型サービスは、

保健医療専門職が利用者の機能低下の状況に応じて短期間集中的に訪問型サービスや通所

型サービスを行います。 

 ２６ページの基金積立金は、利子の積み立てで３９千円、保険料の還付金は２００千円、

償還金、還付加算金、延滞金は、それぞれ科目設定でございます。 

 なお、資料として給与費明細書を添付してございます。 

 以上で、細部説明を終わらせていただきます。 

 よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。７番、谷進介議員。 

○７番（谷進介君） もしかしたら細部説明を聞き漏らしたかもわかりませんが、それ

だったらすみません。１６ページの保険給付費、介護サービス等諸費、この１番の居宅介

護サービスと５番、施設介護サービス、おのおのはかったような金額での振りかえという

か、片や施設介護が２３，０００千円と大きな額、本年度は少なく、また居宅介護のほう

が同額程度ということは、施設を出して居宅へ戻すと、そういうことはないんだろうと思

いますけれども、これは何か実績的というか数値的な裏づけがあってこのような積算とい

うか、計上されているんでしょうか。 

○議長（谷重幸君） 福祉保険課長。 

○福祉保険課長（中村幸嗣君） 特にそういった意図はありません。いずれも実績からの

算出によるものでございます。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ありませんか。 

○議員 「ありません」 

○議長（谷重幸君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（谷重幸君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。 

 この採決は挙手によって行います。 

 本件、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、議案第２０号 平成３１年度美浜町介

護保険特別会計予算については原案のとおり可決されました。 

 日程第６ 議案第２１号 平成３１年度美浜町後期高齢者医療特別会計予算についてを
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議題とします。 

 本件について細部説明を求めます。総務政策課長。 

○総務政策課長兼健康推進課長（野田佳秀君） 議案第２１号 平成３１年度美浜町後期

高齢者医療特別会計予算について、細部説明を申し上げます。 

 美浜町後期高齢者医療特別会計予算の総額は、歳入歳出それぞれ２億１６，０６５千円、

前年度と比較して３，５２９千円、率にして１．６６％の増となってございます。 

 広域連合へ納める納付金が増加したことが、主な要因でございます。 

 今年度は、保険料の改定がございませんが、軽減特例や均等割額軽減判定基準の見直し

が予定されてございます。 

 ではまず、歳入からご説明申し上げます。 

 ６ページの保険料は、今年度は被保険者数を１，４５５名と見込み、特別徴収保険料

４５，５９６千円、普通徴収保険料３０，１４０千円、滞納繰越分として７５千円の合計

７５，８１１千円を計上しています。前年度と比較して５，５９１千円の増加となってご

ざいます。 

 分担金及び負担金７９５千円は、美浜町が実施する人間ドック健診に対して広域連合か

ら交付されるもので、前年度と比較して１５０千円の減額でございます。 

 督促手数料につきましては３千円を計上しています。 

 一般会計からの繰入金につきましては１億３９，２７０千円で、内訳は、事務費繰入金、

１３，８６１千円、このうち広域連合に納める事務費として５，３７６千円、町の事務費

分として８，４８５千円を計上しています。 

 保険基盤安定繰入金は、低所得者等の保険料軽減分を公費で補塡するもので、

２９，１６９千円でございます。 

 ８ページの療養給付費繰入金は、医療費の１２分の１に相当する９６，２４０千円を計

上してございます。 

 繰越金以下、諸収入の雑入までは、それぞれ科目設定でございます。 

 １０ページの償還金及び還付加算金は、昨年度と同額の１８０千円を計上してございま

す。 

 次に、歳出についてご説明申し上げます。 

 １２ページの総務の一般管理費２億１５，８８５千円についてですが、職員の人件費は

１名分で、給料２，９５８千円、職員手当等２，０７８千円、共済費９１９千円、需用費

は、消耗品費と印刷製本費の６６千円でございます。 

 役務費は７５０千円、委託料は電算処理委託料と人間ドック健診委託料、クラウド導入

による共同印刷委託業務の合計２，０１５千円でございます。 

 負担金補助及び交付金２億７，０９９千円につきましては、退職手当負担金と和歌山後

期高齢者医療広域連合への納付金でございます。 

 諸支出金の保険料還付金は１５０千円、還付加算金は３０千円を計上してございます。 
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 なお、添付資料として給与費明細書を添付しています。 

 以上で、細部説明を終わらせていただきます。 

 よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。８番、森本議員。 

○８番（森本敏弘君） ちょっと先ほど聞き漏らしたかと思いますのでお聞きするんです

けれども、国の保険料の軽減する特例措置の廃止に伴って７割軽減となる部分での美浜町

での対象者の人数をお聞かせ願えたらと思います。 

○議長（谷重幸君） 健康推進課長。 

○総務政策課長兼健康推進課長（野田佳秀君） お答えいたします。 

 軽減特例の廃止についてということの人数ですが、被保険者数が１，４５５人です。そ

のうち均等割の８．５割軽減の方が３０６人、８割の方が３４０人、５割の方が１６３人、

２割の方が１６０人となっております。それと、被扶養者の５割軽減の方が１０３人と

なっているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（谷重幸君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（谷重幸君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。 

 この採決は挙手によって行います。 

 本件、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、議案第２１号 平成３１年度美浜町後

期高齢者医療特別会計予算については、原案のとおり可決されました。 

 日程第７ 議案第２２号 平成３１年度美浜町水道事業会計予算についてを議題としま

す。 

 本件について細部説明を求めます。上下水道課長。 

○上下水道課長（大江裕君） 議案第２２号 平成３１年度美浜町水道事業会計予算につ

いて細部説明を申し上げます。 

 初めに、１ページの業務の予定量でございますが、給水戸数３，７７５戸、年間総給水

量８２万６，０００㎥を見込み、１日平均給水量は２，２６０㎥を予定してございます。

年間総給水量については、平成３０年度の実績及び予測に基づき計上してございます。給

水量については減少傾向でございます。 

 次に、収益的収支については、事業収益１億３９，０２５千円の予定で、対前年度比

０．７１％の減でございます。 

 事業費用については１億３３，５１１千円の予定で、対前年度比１．２６％の減でござ
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います。 

 当年度の予定利益は、税抜で４，４４６千円を見込んでございます。 

 次に、資本的収支については、資本的収入４９５千円の予定で、対前年度比８．３３％

の減でございます。 

 資本的支出については３８，５８２千円の予定で、対前年度比５．９４％の減でござい

ます。 

 なお、資本的収支の不足額３８，０８７千円については、当年度損益勘定留保資金

３７，１８２千円と当年度分消費税資本的収支調整額９０５千円をもって補塡するもので

ございます。 

 第５条は、一時借入金の限度額を３０，０００千円と定めてございます。 

 第６条は、予定支出の各項の金額の流用について、収益的支出のうち、第１項営業費用

と第２項営業外費用との間の流用ができることとしてございます。 

 第７条は、議会の議決を経なければ流用できない経費として、職員給与費２２，１９３

千円と定めてございます。 

 第８条は、棚卸資産の購入限度額として、量水器及び量水器ボックス、修繕材料費等で

３，１９４千円と定めてございます。 

 以上の予算の見積もり基礎として、１１ページ、１２ページの収益的収入についてご説

明いたします。 

 営業収益は１億２０，２２２千円で、内訳は、水道使用料１億１６，３５６千円、メー

ター使用料３，６７３千円、その他の営業収益１９３千円でございます。 

 営業外収益は１億８，８０３千円で、内訳は、受取利息２５９千円、長期前受金戻入

１３，９１０千円、雑収益４，６３４千円でございます。 

 次に、１３ページから１８ページの収益的支出についてご説明いたします。 

 営業費用は１億１９，８８９千円で、内訳としまして、原水及び浄水費は１９，７１０

千円で、対前年度比１８０千円の増額、０．９２％の増加、主な支出は動力費１０，７２３

千円、薬品費３，２１６千円、負担金３，３２９千円でございます。 

 配水及び給水費は７，１５０千円で、対前年度比７１４千円の減額、９．０８％の減少、

支出は修繕費５，８３０千円、材料費１，３２０千円でございます。総係費は３３，７７０

千円で、対前年度比４，０８４千円の減額、１０．７９％の減少、主な支出は給料

１２，０４７千円、手当５，０３４千円、法定福利費５，１１２千円、委託料５，０８０

千円でございます。 

 減価償却費は、有形固定資産５４，１６７千円と無形固定資産２，７９２千円の合計

５６，９５９千円を計上してございます。 

 資産減耗費は、固定資産除却費２，３００千円を計上してございます。 

 営業外費用は１３，０７１千円で、内訳は、支払利息及び企業債取扱諸費５，８８１千

円、消費税及び地方消費税７，１７０千円、雑支出２０千円でございます。 
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 特別損失は５１千円、予備費は５００千円でございます。 

 次に、１９ページ、２０ページの資本的収入についてご説明いたします。 

 分担金４９５千円は、加入分担金でございます。 

 次に、２１ページ、２２ページの資本的支出についてご説明いたします。 

 建設改良費は１０，４５０千円で、内訳については、配水管整備費２，８６０千円、施

設改良費２，６９５千円、配水施設改良費４４０千円、導水施設改良費４，４５５千円で

ございます。 

 企業債償還金は２８，２３２千円でございます。 

 次に、２３ページ、２４ページは、予定貸借対照表、２５ページ、２６ページは、平成

３０年度の予定貸借対照表、２７ページ、２８ページは、平成３０年度の予定損益計算書

でございます。 

 ２９ページ、３０ページは、注記で、重要な会計方針等でございます。 

 ３１ページは、予定キャッシュ・フロー計算書で資金期末残高は２億２，３７７千円を

見込んでございます。 

 以後は、給与費明細書及び債務負担行為に関する調書でございます。 

 以上で、細部説明を終わります。 

 よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。７番、谷進介議員。 

○７番（谷進介君） まず、有収率というんですか、その率は昨年度も今年度の見込みで

も何％ぐらいを考えているんですか。 

○議長（谷重幸君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（大江裕君） お答えします。 

 比較的、美浜町については有収率は他町と比べて優秀でございまして、ことしも例年ど

おり９５％程度を見込んでおります。 

 以上でございます。 

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。 

○７番（谷進介君） その数字はずっとその程度お聞きしてて、他町を聞くと何かもっと

はるか下の数字も聞くやに思いますので、それはそれで継続していくべきだろうと思いま

す。 

 そういうことだから今現状は心配ないんでしょうけれども、例えば管路の耐震化である

とか、老朽化に伴い、だんだん更新はしていっているんでしょうが、課として、担当とし

て、あと変えなきゃいけないところとか、そういうところを１００とすれば、今はどれぐ

らい進んでいるのか。また、それにはあとどれぐらいかかってとか、その辺の見込みとか

は、南海トラフの大地震もあることでしょうし、そのあたりでどのような見込みなり計画

を立てているんですか。 

○議長（谷重幸君） 上下水道課長。 
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○上下水道課長（大江裕君） お答えします。 

 老朽管の更新についてですけれども、特に重要な管路を選定いたしまして、今年度も修

繕のほうを導水施設の改良費で計上しているわけなんですけれども、今のところ目立って

漏水とか、破損とかという箇所についてはないんですけれども、目視点検及び年数の経過

を考慮して修繕を計画的に進めていく予定でございます。 

 ただ、金額的なものなんですけれども、全部布設がえとなると気の遠くなるような金額

になりまして、今のところ重要な配水管については、３年計画ぐらいで老朽化が目立つと

ころは修繕していく予定でございます。 

 以上でございます。 

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。 

○７番（谷進介君） それはそれでありがたいことだと思っております。 

 その耐震化というところについては問題ないんでしょうかね。何か、数年前に上田井の

浄水場というんですか、あのあたりも見せてもらいましたが、建物自体の耐震は問題ない

んだろうと思いますけれども、余りにも何か、素人目の感覚では年月がたっているやのよ

うな施設にも思いましたので、まさに素人判断ですけれども、そのあたりは大丈夫なのか

なとか思ったりする次第でもあります。 

 その辺は全て問題ないというような理解でいいのかということと、それと、昨年２０号、

２１、２４とか台風がありまして、そのとき、私は美浜町と日高町の境に住んでおりまし

て、日高町は水道がとまりました。美浜町さんは水道がとまらなかったと、皆さんからう

らやましがられた記憶がございまして、その折には、課の方が大変活躍をして、発電機の

融通云々とか。 

 ただ、その発電機に関しては、結局はキャパぎりぎりでとかいうようになって、今回小

型の計上もされていますが、そういうことで間に合うのか、大規模停電の際に。その辺の

ことも十分織り込まれているという理解でいいのかをお聞きします。 

○議長（谷重幸君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（大江裕君） お答えします。 

 田井浄水場の耐震の件なんですけれども、ちょっと記憶が、多分正しいと思うんですけ

れども、平成１７年に耐震診断をいたしました。その時に、いろいろ図面とか、コンク

リートのアルカリ度とかという、いろんな項目を判定しまして、公共施設の耐震基準には

適合しているという結果でしたので、耐震基準には適合しているということで判断してご

ざいます。 

 昨年の大規模な停電の際には、いろいろおかげさんで給水の制限とか、給水の停止とい

うことは免れました。ただ、議員おっしゃるように、かなり長時間の停電になりまして、

発電機を３日、４日長いところであると１週間回しっぱなしの状況でございました。いろ

いろふぐあいとか出まして、３０年度の補正予算で計上させていただきまして、その辺を

対応させてもらったところでございます。特に、西山配水池のある場所がかなり長く停電
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します。今年度の予算については、西山配水池に予備の発電機を置きたいということで予

算計上させていただいております。今後もこういうようなことがあれば、これで対応でき

ると判断してやっております。 

 以上でございます。 

○議長（谷重幸君） ８番、森本敏弘議員。 

○８番（森本敏弘君） １ページの収入の営業収益のところにつきまして、消費税とのか

かわりで、この条例提案された１０月までのこととして捉えてよろしいでしょうか。 

○議長（谷重幸君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（大江裕君） おっしゃるように、消費税は賦課しております。 

 以上でございます。 

○議長（谷重幸君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（谷重幸君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。 

 この採決は挙手によって行います。 

 本件、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、議案第２２号 平成３１年度美浜町水

道事業会計予算については原案のとおり可決されました。 

 日程第８ 議案第２３号 和田財産区管理委員の選任についてを議題とします。 

 本件、直ちに一括して質疑を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（谷重幸君） これで質疑を終わります。 

 続きまして、本件、一括して討論を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（谷重幸君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。 

 この採決は、１人ずつ順番に同意することに賛成の方の挙手を求めます。 

 １人目、美浜町大字和田２２５番地、塩崎葵氏を同意することに賛成の方は挙手願いま

す。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、塩崎葵氏は同意されました。 

 ２人目、美浜町大字和田４５４番地、山本勝氏を同意することに賛成の方は挙手願いま

す。 

○議員 （挙手多数） 
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○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、山本勝氏は同意されました。 

 ３人目、美浜町大字和田１０３３番地、中西克治氏を同意することに賛成の方は挙手願

います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、中西克治氏は同意されました。 

 ４人目、美浜町大字和田１６３８番地の３、玉置延行氏を同意することに賛成の方は挙

手願います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、玉置延行氏は同意されました。 

 ５人目、美浜町大字和田２８２７番地、久保善彦氏を同意することに賛成の方は挙手願

います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、久保善彦氏は同意されました。 

 ６人目、美浜町大字和田１８７２番地の内１号、安東八重子氏を同意することに賛成の

方は挙手願います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、安東八重子氏は同意されました。 

 ７人目、美浜町大字和田３５５番地、若野博一氏を同意することに賛成の方は挙手願い

ます。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、若野博一氏は同意されました。 

 したがって、議案第２３号 和田財産区管理委員の選任については原案のとおり同意す

ることに決定いたしました。 

 日程第９ 議案第２４号 三尾財産区管理委員の選任についてを議題とします。 

 本件、直ちに一括して質疑を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（谷重幸君） これで質疑を終わります。 

 続きまして、本件、一括して討論を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（谷重幸君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。 

 この採決は、１人ずつ順番に同意することに賛成の方の挙手を求めます。 

 １人目、美浜町大字三尾３３９番地の２、鳥居信一氏を同意することに賛成の方は挙手

願います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、鳥居信一氏は、同意されました。 
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 ２人目、美浜町大字三尾５６３番地、杉本健一氏を同意することに賛成の方は挙手願い

ます。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、杉本健一氏は同意されました。 

 ３人目、美浜町大字三尾１７３３番地、古糸一光氏を同意することに賛成の方は挙手願

います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、古糸一光氏は同意されました。 

 ４人目、美浜町大字三尾１５０６番地、津村信清氏を同意することに賛成の方は挙手願

います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、津村信清氏は同意されました。 

 ５人目、美浜町大字三尾４２４番地、濱出治男氏を同意することに賛成の方は挙手願い

ます。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、濱出治男氏は同意されました。 

 ６人目、美浜町大字三尾４７３番地の３、櫻井貞夫氏を同意することに賛成の方は挙手

願います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、櫻井貞夫氏は同意されました。 

 ７人目、美浜町大字三尾４９０番地、中田昭晴氏を同意することに賛成の方は挙手願い

ます。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、中田昭晴氏は同意されました。 

 したがって、議案第２４号 三尾財産区管理委員の選任については原案のとおり同意す

ることに決定いたします。 

 日程第１０ 議員派遣の件についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 議員派遣の件については、地方自治法第１００条第１３項及び美浜町会議規則第１２８

条の規定によって、お手元に配付しています議員派遣の件のとおり決定することにご異議

ありませんか。 

○議員 「異議なし」 

○議長（谷重幸君） 異議なしと認めます。したがって、議員派遣の件については、お手

元に配付しています議員派遣の件のとおり決定いたしました。 

 しばらく休憩します。 

午前十一時十五分休憩 
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   ―――・――― 

午前十一時十六分再開 

○議長（谷重幸君） 再開します。 

 お諮りします。 

 ただいま議員提案として発議第１号 美浜町議会議員の議員報酬の特例に関する条例の

制定についてが提出されました。 

 これを日程に追加し、議題にしたいと思います。ご異議ありません。 

○議員 「異議なし」 

○議長（谷重幸君） 異議なしと認めます。したがって、発議第１号 美浜町議会議員の

議員報酬の特例に関する条例の制定についてを日程に追加し、追加日程第１１として議題

とすることに決定しました。 

 追加日程第１１ 発議第１号 美浜町議会議員の議員報酬の特例に関する条例の制定に

ついてを議題とします。 

 本件、局長が朗読します。 

○事務局長（井田時夫君） 朗読します。 

 発議第１号 

 平成３１年３月２６日 

 美浜町議会議長 谷 重幸様 

提出者 議会議員 谷口昇 

 美浜町議会議員の議員報酬の特例に関する条例の制定について 

 上記の議案を別紙のとおり地方自治法第１１２条及び会議規則第１４条第２項の規定に

より提出します。 

 美浜町議会議員の議員報酬の特例に関する条例 

 議会議員の議員報酬の額の特例。第１条、議会議員の平成３１年４月１日から平成３２

年３月３１日までの間（以下、特例期間という）における議員報酬の額は、議会議員の議

員報酬及び費用弁償等に関する条例、昭和３８年条例第５号（以下、条例という）第２条

の規定にかかわらず、次のとおりとする。 

 （１）議長、月額１５０千円。 

 （２）副議長、月額１２５千円。 

 （３）議員、月額１１５千円。 

 手当の額の算出の基礎となる議員報酬月額、第２条特例期間における次に掲げる手当の

額の算出の基礎となる議員報酬月額については、前条に規定する議員報酬の額を適用する。 

 （１）条例第５条に規定する期末手当。 

 附則。この条例は平成３１年４月１日から施行する。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） 本件提案者の説明を求めます。谷口議員。 
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○３番（谷口昇君） ただいま条例を提出しましたけれども、内容は今読んでもうたよう

に、時間ないんで省略します。 

 毎年、この４年間は、野にあってやりませんでしたけれども、してます。時あたかも

ちょうど消費税不況の中で、よまい出てきて、それは執行部、町長のほうへ向けて、一括

して予算反対しました。 

 うちは別やさかいにね、別にやりますていうてやらしてもうたわけです。先生方、よろ

しくお願いいたします。その見返り何なって、見返り、仕事せんまくったろかいと、こう

いう心を持ってカットせなやっていけんねん。その信を町民に向けたらなしょうないわの。

そこたい自由主義の立場からこれを申し上げてます。先生方、どうぞよろしくご協力くだ

さい。ありがとうございます。 

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（谷重幸君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（谷重幸君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。 

 この採決は挙手によって行います。 

 本件、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

○議員 （挙手少数） 

○議長（谷重幸君） 挙手少数です。したがって、発議第１号 美浜町議会議員の議員報

酬の特例に関する条例の制定については否決されました。 

 しばらく休憩します。 

午前十一時二十二分休憩 

   ―――・――― 

午前十一時二十三分再開 

○議長（谷重幸君） 再開します。 

 お諮りします。 

 ただいま各委員長から、委員会の閉会中の継続審査及び調査について申出書が提出され

ました。これを日程に追加し、議題にしたいと思います。ご異議ありませんか。 

○議員 「異議なし」 

○議長（谷重幸君） 異議なしと認めます。したがって、委員会の閉会中の継続審査及び

調査についてを日程に追加し、追加日程第１２として議題とすることに決定しました。 

 追加日程第１２ 委員会の閉会中の継続審査及び調査についてを議題とします。 

 各委員長から、目下、委員会において審査及び調査中の事件について、会議規則第７５

条の規定によって、お手元に配りました申出書のとおり、閉会中の継続審査及び調査の申
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し出があります。 

 お諮りします。 

 各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査及び調査とすることにご異議ありま

せんか。 

○議員 「異議なし」 

○議長（谷重幸君） 異議なしと認めます。したがって、各委員長からの申し出のとおり、

閉会中の継続審査及び調査とすることに決定しました。 

 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 これで本日の会議を閉じます。 

 平成３１年美浜町議会第１回定例会を閉会します。 

 お疲れさまでした。 

午前十一時二十四分閉会 


